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発行 １９．７．１０ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

・技術職から乗務員への異動は否定しないが、公募制異動も含め今のところ想定していない。各々の系統の中
で活躍してもらう。 

・技術職は採用が厳しい。安全・安定輸送のために配置が厳しい。 
・入社が駅・乗務員の方が事情により車両職等へ異動している場合は乗務員になる可能性はある。 
 

・異動する場合については、採用エリアを基本とする。 
・支社間異動となる場合には、本人の希望に則り行う。 
 
 

・施策の目的である社員の幸福の実現、また社員がもつ様々な能力を余すことなく発揮するには安全・働きが
いの観点からも職場環境の充実が必要。 

・高機能なマットレスへの置き換え、仮眠チェアーの整備等、出来るところから改善している。 
・会議室、寝室、休憩室等、業務に必要なものの整備を進める。現場の意見も踏まえた上で出来るところから
着実に行っていく。 

・本社として必要な財源は確保し、優先度も考慮して改善していく。 

・現時点で制度を変更する考えはない。現行のルールの中で対応できると考えている。 
・単身赴任を慫慂するものではない。 

・社員の生活環境の向上に向け、必要な整備を行う。 
・社宅のクリーニングが間に合わず、一時的に寮に入らざるを得なくなり家族と引っ越しが出来ないことや、
寮の手配が間に合わず一時的にホテルに入ることがあった。いつでも入れるように必要な整備を行うべき。 

・住環境は不安要素の１つである。解消するために必要な対応を行っていく。 
 


